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研究要旨：
【目的】本分担研究は、次年度に作成予定である「（仮）既往歴の聴取に関するガイド」の骨格を検討し、盛り込むべき内容を抽出することを目的とした。
【方法】既往歴の聴取の在り方について、統括産業医グループのインタビューと法律家からの意見聴取を行い、概念整理と情報の取り扱いについての留意事項を抽出した。
【結果】統括産業医グループのインタビューでは、既往歴の利用目的として３つ「安全配慮」、「合理的配慮」、「健康管理」が挙げられた。必要性は、「すべての労働者に必須」、「特定の危険有害作業等がある労働者に必須のもの」、「自己申告出来る機会の提供」に整理されると考えられた。
法律家からの意見聴取では、健康情報の収集として、以下のⅠとⅡの２要件を満たした場合、収集する必要はない情報と考えられる。ⅠとⅡとⅢの要件も満たした場合、「収集すべきでない情報」と考えられる。しかし、本人に対して情報収集の目的を説明し同意が得られた上での健康情報の取得は可能である。例えば健康管理や健康増進のために必要との説明も有りうる、労働者が自身の健康情報を安心して開示できるような体制づくり等の手続きが重要となる。具体的には、本人が開示した情報の取り扱いに関する取り決めを作成する、取扱責任者や担当者を決めるなどが考えられるとの意見を得た。

Ⅰ．健康状態と業務の適合に下記に挙げられるリスクがないと考えられること

(ア)　その健康状態であると求められている業務を遂行できないこと

(イ)　その健康状態であると業務を遂行できず、本人や他者の安全を脅かす可能性があること

(ウ)　当該業務を従事することで、その健康状態が悪化する可能性があること

Ⅱ．その健康状態であることを事業者が知りえた場合、業務の適合を高めるための措置がとれないこと

Ⅲ．その健康状態である情報が一般的に知られたくない、もしくは偏見を生じる可能性がある健康状態であること

【考察】今年度の結果をもとに次年度これに基づき、「（仮）既往歴の聴取に関するガイド」を作成する予定である。
研究協力者

研究協力者　安武正矢　産業医科大学　産業医実務研修センター　修練医
Ａ．目的
本分担研究の目的は　「労働安全衛生法に基づく定期健康診断のありかた検討会」の報告書の中で、今後検討すべき課題として提示された「既往歴の聴取」について既往歴の聴取内容、聴取方法、情報の活用及び情報の取り扱いについて、経験のある産業医らからの概念整理と法律家からの意見聴取を行い、「（仮）既往歴の聴取に関するガイド」の骨格を検討し、盛り込むべき内容を抽出することを目的とした。
Ｂ．方法
「既往歴の聴取」について、既往歴の聴取内容、聴取方法、情報の活用及び情報の取り扱いについて、１）統括産業医のグループに対してグループインタビュー、２）法律家に意見聴取を行った。
１）統括産業医向けのグループインタビュー
研究主旨の説明を行い、下記の設問を提示し1時間程度のグループインタビューを2グループに対し行った。グループインタビューをICレコーダーで記録しその後逐語録を作成し、逐語録をもとに検討を行い、概念整理図案を作成した。
Ⅰ．労働安全衛生法に基づく定期健康診断の項目としての既往歴の聴取は、何を目的としたものか。そのためにはどのような内容を聴取すべきか。聴取すべき内容は業務内容とどのように関連するか、具体的な疾患について既往歴として聴取する必要があるか必要があるとすれば、どのような場合かについて
Ⅱ．一般定期健康診断において、服薬歴の聴取は、何を目的としたものか。そのためにどのような情報を収集すべきか。

聴取すべき服薬歴はなにか。
Ⅲ　情報の取扱いについて

１．産業医の選任がある事業所において、既往歴および服薬歴の情報は、どのように取扱われるべきか。
２．保健・医療職がいない事業所において既往歴および服薬歴の情報はどのように取り扱われ、保管されることが適当か。
本研究は、産業医科大学倫理委員会の承認を得て実施した。
２）法律家からの意見聴取
概念整理図案をもとに、下記の論点を提示し意見聴取を行った。
論点１　実態として既往歴を含む健康診断結果の情報を人事担当者等が取り扱っている現状を踏まえて、来年作成予定の「（仮）既往歴の聴取に関するガイド」に何を盛り込むべきか。

論点２　労働安全衛生法に基づく健康診断における法定項目の「既往歴」として、個人情報をどこまで収集してよいか。
Ｃ．結果
１）統括産業医向けのグループインタビュー
1グループ5名ずつ10名の参加者を得た。
既往歴の利用目的として３つ「安全配慮」、「合理的配慮」、「健康管理」が挙げられた。必要性は、「すべての労働者に必須」、「特定の危険有害作業等がある労働者に必須のもの」、「自己申告出来る機会の提供」に整理されると考えられた。（図１）
２）法律家からの意見聴取
論点１「実態として既往歴を含む健康診断結果の情報を人事担当者等が取り扱っている現状を踏まえて、来年作成予定の「（仮）既往歴の聴取に関するガイド」に何を盛り込むべきか。」について下記の意見が聴取された。
・現行の法制度上、情報加工が望ましいとする通達はあるが、法定項目としての既往歴の情報は事業者に通知される。

・多数の事業所で人事担当者が既往歴等の情報を取り扱っている実態を踏まえて、取扱いを適正化するため、「（仮）既往歴の聴取に関するガイド」を作成する必要がある。
・個人のプライバシー保護のために、健診機関から人事担当者等に対して、既往歴の情報を含む健康診断結果の情報が流通することに統制をかけ、産業保健者による取扱いを原則とした場合、メリットとして：プライバシー保護、産業保健者の役割が強化されるなどがあり、デメリットとして：事業者の当事者意識が薄くなり、日本の労使関係の連続性、相互配慮の重視といった文化を脅かす可能性、産業保健者の管理が不十分な場合には、健康管理に支障を来す恐れも考えられる。
論点２「労働安全衛生法に基づく健康診断における法定項目の「既往歴」として、個人情報をどこまで収集してよいか。」
・労働安全衛生規則の施行について（昭和47年9月18日　基発　第601号－1）によれば、労働安全衛生規則第43条第1号における既往歴は、「雇い入れの際までにかかった疾病を経時的に調査すること」、第44条第1号における「既往歴」は「直近に実施した健康診断以降のものをいうこと」とされている。第二号の「自覚症状・他覚症状」については、「当該労働者が就業を予定されている業務に応じて必要とする身体特性を把握するための感覚器、循環器、呼吸器、消化器、神経系、皮膚および運動機能の検査が含まれ、その検査項目の選定は当該労働者の性、年齢、既往歴、問視診等を通じての所見などもあわせて医師の判断にゆだねられるものであること」とされ、医師の裁量を認めていることから、既往歴で聴取すべき内容は医師の裁量で広く収集可能と考えられる。そして情報を知ることにより、事業者の対応上の責任は増すことになる。
・労働安全衛生関係法令（労働契約法上の安全配慮義務に関する規定を含む）に基づく健康管理は、個人情報やプライバシーの保護よりも上位の概念であり、前者に必要な情報の取扱いは、一定の手続き（本人同意の獲得努力、情報管理体制の整備、適切な情報加工等）を満たせば正当化される。
・特に産業保健者以外の者が健康情報を収集する場合、診断名などの生データよりは事例性に関する加工データ（それが及ぼす具体的な影響）とするほうが望ましいが、本人の主観的認識に依存することにもなり得るので、加工の方法や程度をケースバイケースで判断すべき。なお、健診機関等による疾病を列挙するフォーマットの活用は、医師の判断で収集した情報と考えられるため、一般的には問題ない。

・労働者が自身の健康情報を安心して開示できるような体制づくり等の手続きが重要となる。具体的には、本人が開示した情報の取り扱いに関する取り決めを作成する、取扱責任者や担当者を決めるなどが考えられる。

・健康情報の収集として、以下のⅠとⅡの２要件を満たした場合、収集する必要はない情報と考えられる。ⅠとⅡとⅢの要件も満たした場合、「収集すべきでない情報」と考えられる。しかし、本人に対して情報収集の目的を説明し同意が得られた上での健康情報の取得は可能である。例えば健康管理や健康増進のために必要との説明も有りうる。
Ⅰ．健康状態と業務の適合に下記に挙げられるリスクがないと考えられること

(ア)　その健康状態であると求められている業務を遂行できないこと

(イ)　その健康状態であると業務を遂行できず、本人や他者の安全を脅かす可能性があること

(ウ)　当該業務を従事することで、その健康状態が悪化する可能性があること

Ⅱ．その健康状態であることを事業者が知りえた場合、業務の適合を高めるための措置がとれないこと

Ⅲ．その健康状態である情報が一般的に知られたくない、もしくは偏見を生じる可能性がある健康状態であること
Ｄ．考察
次年度に作成予定である「（仮）既往歴の聴取に関するガイド」の骨格と盛り込むべき内容を明らかにするために、概念整理と情報の取り扱いなどの留意事項を抽出した。
E．参考文献　　　　

なし 

F. 研究発表　　

なし
G. 知的所有権の取得状況

なし
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図１．既往歴の概念整理図
